
第６回 愛マップ・プロジェクト 
2013年9月28日(土) 

午後3時00分～午後5時00分 
小牧中学校 多目的室 



【これまでの活動のふりかえり】 
 
●第1回（5/25） 

- 小牧中の校区を分けよう 
●第2回（6/16） 

- まち歩きのために校区を分けよう。
それぞれの地区にはどんな特徴が
あるか、考えてみよう 

-まち歩きって、どんな活動？ 

●第3回（7/30） 
-まち歩きを体験してみよう 

●第4回（8/9） 
-まち歩きを振り返ろう 
-まち歩きで見つけたことを伝えよう 

●第5回（8/26） 
-まち歩きのテーマは「防災」 
-小牧で起こった災害を調べる 

●第6回参加者数 
生徒 6名（2年：3名、3年生：3名） 

大人 23名 
（PTA：5名、学校：5名、大学等：13名） 



●まち歩きの「テーマ」を決めよう 
-第4回で出た「事前にテーマを決めておく」という意見から、テーマを 
 決めて、テーマ―に沿って調べることが大切 
 

●まち歩きのテーマは「防災」に決定 
 
●「防災」ってなに？ 

ｰ防災とは「災害を防ぐこと」 
ｰ第5回で調べた「小牧で起こるかもしれない災害」を念頭において 
 まち歩きをしよう 

 
●「ネガティブ」と「ポジティブ」両方の視点で調べてみよう 

ｰネガティブ：災害に対して「こういう問題がある」 
-ポジティブ：災害に対して「こういうつよさがある」 

 



●まち歩きの手順 
①準備するもの 

・まち歩きシート 
・地図 
・カメラ 

 
「まち歩きシート」 
 



●まち歩きの手順 
②地図とまち歩きシートの書き方 

地図上に番号をつけて、その部分で気付
いたことを書き込みます。 



●まち歩きの手順 
②地図とまち歩きシートの書き方 

記録するものには「線」「面」「点」があります。 



●今回のまち歩きは「小牧山周辺」 
-5グループに分かれて、出発 
「2年生チーム」「3年生チーム」「大学生チーム」「先生チーム」 
「PTA大人チーム」 



●本番まち歩きで調べたことを「愛マップ」にまとめよう 

先生チーム PTAチーム 

大学生チーム 

2年生チーム 3年生チーム 



●「2年生チーム」の愛マップ － テーマは「水害」 

「合瀬川沿い」を中心に調べました 

道がでこぼこしてい
て、浸水の危険が

ある 

大雨でも十分に
危険 

川より土が高い場
所がある 

川のガス管に物が
流れて引っかかると、
ガス管が壊れる危

険がある 

とくに南側が低く危険 



●「3年生チーム」の愛マップ － テーマは「地震」 

「小牧山」を中心に調べました 

山火事が起こる可
能性がある 

石段が崩れる可
能性がある 

車が出てくるときに
ブザーが鳴って知ら

せてくれる 

整備されていない
道がある 



●「大学生チーム」の愛マップ － テーマは「交通事故」 

「合瀬川東側」を中心に調べました 

狭い道が多い 

標識が不十分で
わかりづらい 

手すりがなくて危
険 

柵がもろくて崩れそ
うな場所があった 



●「PTA大人チーム」の愛マップ － テーマは「地震」 

「小牧山外周」を中心に調べました 

ジョギングコースに
なっている 

木の根が露出して
いて足を取られる 

歩道の舗装がとこ
ろどころ剥がれてい

て危険 

築城450年で看板を設置
したり、遊歩道を整備した
りしているが、まだ不十分

な場所がある 



●「先生チーム」の愛マップ － テーマは「通学路点検」 

「小牧山外周の道路」を中心に調べました 

川沿いは水害の
危険がある 

土砂くずれの可能
性がある場所があ

る 

交通量が多い場
所が多く、危険 

危険を分類し、マ
ジックで色分けして、
見やすく工夫した 



●感想 
 
これまで学んできた「防災マップ」に必要なこと（テーマを決めて、テーマに沿って調べ
る）を、実際の「本番まち歩き」で実践することができました。 
まとめの「愛マップ」の作成では、グループごとに協力して、調べたことを「わかりやす
く」見せる工夫をしながら進めることができました。 
発表の場面で、先生チームが発表するときに「説明者は、常に聞いている人の方を向いて
説明する」というやり方をされていたのは、さすがいつも授業をされている先生ならで
は！と感心しました。 
今回も、関西大学の学生さんが多数参加して下さり、初めての土地にも関わらず、同じよ
うに「まち歩き」をして下さいました。彼らの視点に、私たち地元の人間もまた、学ぶこ
とが多くありました。ありがとうございました。 
 

●次回予告 10/12（土）10：00～12：00 多目的室集合 
 
次回は、これまでの「愛マップ・プロジェクト」の活動について、プレゼンテーション資
料としてまとめます。ぜひ参加してください。 
 


